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�
�
�
�
�
主
張
�
�
�
�
�

揖
斐
地
区
審
査
会
開
催
�

�　

６
月
18
日
（
土
）
池
田
町
中
央
公
民
館

に
て
、『
わ
た
し
の
主
張
２
０
０
５
』
揖
斐

地
区
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
揖
斐

川
町
か
ら
は
、
各
中
学
校
の
代
表
者
７
名

が
発
表
し
ま
し
た
。

　

レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
、
中
学
生
ら
し
い

真
面
目
で
ひ
た
む
き
な
態
度
で
、
生
き
生

き
と
自
分
ら
し
く
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
主
張
を
聞
き
な
が
ら
、
感
動
し

ま
し
た
。

　

発
表
会
終
了
後
に
は
、
中
学
生
と
大
人

が
語
る
会
を
し
て
、
意
見
の
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
に
輝
い
た
、
磯
川
さ
ん

は
、
８
月
４
日
（
木
）
郡
上
市
美
並
町
の

日
本
ま
ん
真
ん
中
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る

県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

◆
結
果

《
最
優
秀
》

　

谷
汲
中
学
校　

磯
川
章
磨

　
『
ぼ
く
の
進
む
道
』

《
優
秀
》

　

久
瀬
中
学
校　

小
寺
沙
織

　
『
心
の
触
れ
合
い
を
求
め
て
』

　

藤
橋
中
学
校　

横
山
亜
希
恵

　
『
祖
父
か
ら
学
ん
だ
こ
と
』

　

坂
内
中
学
校　

中
川
佑
介

　
『
心
の
通
う
挨
拶
』

《
優
良
》

　

揖
斐
川
中
学
校　

小
畑
佑
太

　
『
人
と
の
出
会
い
が
く
れ
た
も
の
』

北
和
中
学
校　

加
地
礼
佳

『
小
さ
な
善
意
が
大
き
な
力
に
な
る
』

春
日
中
学
校　

竹
内
留
美

『
継
続
は
力
な
り
』

�
青
少
年
�
非
行
問
題
�
取
�
組
�

全
国
強
調
月
間
�
�
街
頭
啓
発
活

動
�
行
�
�
�
�
�

　

７
月
１
日
（
金
）
午
後
４
時
15
分
〜
午

後
５
時
15
分
の
１
時
間
、
揖
斐
プ
ラ
ザ
と

近
鉄
揖
斐
駅
の
二
ヶ
所
に
分
か
れ
、「
青

少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調

月
間
」
で
街
頭
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
３
日
（
日
）
に
も
、
藤
橋
の

道
の
駅
で
午
前
11
時
か
ら
正
午
ま
で
行
い

ま
し
た
。

�
社
会
�
明
�
�
�
�
運
動
�

学
校
訪
問

　

７
月
の
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強

調
月
間
』
中
、
藤
橋
地
区
の
保
護
司
さ
ん

と
更
生
保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
藤
橋
小

中
学
校
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。
保
護
司
の

三
輪
巌
さ
ん
が
「
明
る
い
社
会
を
創
っ
て

い
く
た
め
の
方
策
で
、
最
も
簡
単
で
最
も

大
切
な
も
の
は
〝
あ
い
さ
つ
〞
で
す
。
日

常
の
何
気
な
い
行
動
が
社
会
を
明
る
く
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。」
と
子
ど
も
た
ち
に

呼
び
か
け
、
続
い
て
更
生
保
護
女
性
会
代

表
の
杉
島
か
ほ
る
さ
ん
が
、
ゴ
ミ
を
捨
て

る
こ
と
と
拾
う
こ
と
を
題
材
に
し
て
お
話

を
し
な
が
ら
、
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め

の
願
い
が
記
さ
れ
た
手
作
り
の
し
お
り
と
、

啓
発
用
の
品
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

青
少
年
育
成
推
進
員
の
宇
谷
次
郎
さ
ん
か

ら
標
語
と
作
文
の
募
集
が
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
を
代
表
し
て
中
学
校
２
年
生
の
中
河

翔
君
が
「
あ
い
さ
つ
や
ゴ
ミ
な
ど
何
気
な

い
こ
と
が
、
実
は
、
み
ん
な
が
住
み
良
い

明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
に
大
切
だ
と
い

う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
今
日
教

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
今
後
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

谷
汲
公
民
館
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

６
月
27
日
（
月
）
谷
汲
文
化
会
館
で
平

成
17
年
度
谷
汲
公
民
館
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
瀧
瀬
公
民
館
長
の〝
公
民
館
〞に

つ
い
て
の
話
の
後
、
一
部
「
総
会
」、
二
部

「
推
進
部
会
」
に
分
か
れ
、
委
員
の
皆
さ
ん

か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
の
活

動
へ
の
大
き
な
前
進
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
昨
年
ま
で
の
行
政
主
導
で

は
な
く
、地
区
住
民
主
体
の「
公
民
館
活
動
」

を
立
ち
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
組
織

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
十
人
の
運

営
委
員
を
基
に
、「
地
域
振
興
」、「
文
化
」、

「
体
育
」
の
三
部
会
を
構
成
し
、
こ
れ
ま
で

積
み
重
ね
て
き
た
、
旧
谷
汲
村
生
涯
学
習

推
進
事
業
も
引
き
継
ぎ
、
地
区
住
民
が
自

分
の
意
志
で
参
加
で
き
る
社
会
教
育
事
業

を
進
め
て
い
く
拠
点
に
な
る
よ
う
に
、〝
生

き
が
い
と
ふ
れ
あ
い
の
地
域
づ
く
り
〞を
目

指
し
、
い
よ
い
よ
活
動
開
始
で
す
。

�
春
日
�
�
広
�
�
友
達
�
輪

�
揖
斐
川
町
�
春
日
井
市

少
年
交
流
事
業
�

　

揖
斐
川
町
と
愛
知
県
春
日
井
市
の
子
ど
も

た
ち
が
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
交
流
体
験

を
通
し
て
、
友
情
の
輪
を
広
げ
る
と
と
も
に

豊
か
な
情
操
と
自
立
心
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
揖
斐
川
町
・
春
日
井
市
少
年
交
流

事
業
」
が
７
月
９
・
10
日
の
２
日
間
に
わ
た

っ
て
春
日
長
者
の
里
で
行
わ
れ
、
揖
斐
川
町

か
ら
は
春
日
小
学
校
５
，
６
年
生
の
う
ち
５

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
雨
の
中
長
者
平
ス
キ
ー
場
ま
で

の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
、
到
着
後
は
ゲ
レ
ン
デ

で
宝
探
し
を
し
ま
し
た
。夜
は
雨
天
の
た
め
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
、
藤
橋
の
西
美
濃

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
松
本
先
生
、
川
本
先
生

学校訪問の様子

８月 21日（日）は家庭の日　　揖斐川町青少年育成町民会議

総会の様子

街頭啓発の様子

最優秀の磯川さん


